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10
月
１
日
（
土
）
に
芦
北
町
薩
摩
街
道

佐
敷
宿
「
枡
屋
」
で
落
語
会
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
日
、
高
座
に
上
が
っ
た
の
は
、

落
語
家
の
桂
か
つ
ら

竹た
け

紋も
ん

さ
ん
（
熊
本
市
出
身
）

と
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家
の
香
り
家
鉄て
っ
扇せ
ん
さ

ん
（
益
城
町
）
の
お
二
人
。

　
お
二
人
と
も
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

発
生
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
芦
北
町

に
入
り
、
被
災
家
屋
の
清
掃
等
の
支
援
活

動
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
支
援
活
動
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
数

度
に
わ
た
り
芦
北
町
へ
入
り
継
続
的
に
復

興
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
と
の

つ
な
が
り
や
ご
縁
で
、
今
回
、
芦
北
町
で

初
の
落
語
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
落
語
会
に
は
地
域
住
民
ら
お
よ
そ
２
０

人
が
参
加
。

　
最
初
は
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
観
覧

者
も
、
話
が
進
む
に
つ
れ
て
会
場
も
笑
い

の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
公
演
し
た
桂
さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
き
っ
か
け
で
芦
北
町
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
公
演
が
少
し
で
も
復
興

の
一
助
と
な
り
地
域
の
み
な
さ
ん
が
笑
顔

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

御
立
岬
第
２
キ
ャ
ン
プ
場
（
星
の
森
） 

開
場
式

　
「
御
立
岬
公
園
」
に
整
備
し
て
い
た
新

キ
ャ
ン
プ
場
が
完
成
し
、
９
月
30
日
に
開

場
式
が
あ
り
ま
し
た
。
現
地
で
行
わ
れ
た

式
に
は
、
関
係
者
約
30
人
が
出
席
。
式
で

は
竹
﨑
町
長
が
「
日
本
有
数
の
キ
ャ
ン
プ

場
に
す
る
と
と
も
に
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
キ
ャ
ン
プ
場
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
出
席
者
が
大
き
な
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
囲
み
、
火
入
れ
を
行
い
開
場
を
祝

い
ま
し
た
。

星
を
眺
め
夜
風
を
感
じ
る

　
新
た
に
整
備
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

以
前
は
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
や
芝
広
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
的
な

キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
の
高
ま
り
の
な
か
、
既

設
の
キ
ャ
ン
プ
場
（
海
の
音
）
に
続
き
、

町
が
新
た
な
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
た

も
の
で
す
。

　

施
設
に
はW

i-Fi

も
完
備
さ
れ
、
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
対
応
で
き
る
な
ど
、

時
代
に
即
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

CO
N

TEN
TS

2022 年10 月号

御立岬第２キャンプ場開場式
日本舞踊と落語会
金婚式
まちのわだい
令和２年７月豪雨災害関連支援
新着図書紹介
星野富弘美術館だより
お知らせ
健康ルーム
地名のお話し⑤
短歌・日常の書（町民講座作品）
安全・安心だより
文化講演会（石原 良純 氏）

２
３
４
６
９
１０
１０
１２
１４
１５
１５
１６
１８

人 口　　　１５，８２２人　 （−２４）
男 　　　　７，５１４人　 （−６）
女 　　　　８，３０８人　 （−１８）

65歳以上　　　　７，２６３人　 （−９ ）
世 帯 数　　　　７，００６世帯（−２３）

人口のうごき（R4.10.1 現在）（　）内は前月比

今月の表紙　コスモス

　佐敷川緑地公園駐車場入り口で、色とりどりの「コ
スモス」が公園利用者を出迎えていました。
　毎日散歩をしているという住民の人は「この花壇で
は四季折々の花が見られるので、とても楽しみにして
います」と話されました。海に落ちる夕日と心地よい秋
風を感じた寒露の夕方でした。

　
9
月
23
日
（
金
）
の
秋
分
の
日
に
、
国

登
録
有
形
文
化
財
の
赤
松
館
で
日
本
舞
踊

の
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
公
演
を
行
っ
た
の
は
、
日
本
舞
踊
家
で

演
出
家
の
花は

な
柳や
ぎ
琴こ
と
臣お
み
さ
ん
（
東
京
都
）
で

す
。
当
日
は
秋
の
柔
ら
か
な
日
差
し
が
縁

側
を
照
ら
し
、
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
庭

園
を
バ
ッ
ク
に
、
時
に
華
麗
に
時
に
力
強

く
舞
う
そ
の
姿
が
、
見
る
も
の
を
引
き
込

む
圧
巻
の
表
現
力
も
相
ま
っ
て
観
覧
者
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
琴
奏
者
の
下
田
れ
い
子
さ
ん（
熊
本
市
）

尺
八
奏
者
の
藤
山
雅
弘
さ
ん
（
同
）
も
ゲ

ス
ト
と
し
て
参
加
。
琴
の
美
し
い
音
色
と

尺
八
の
艶
や
か
で
伸
び
の
あ
る
生
演
奏

が
、舞
踊
を
よ
り
引
き
立
て
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
真
生
流
島
崎
社
中
の
花
展
も
同

時
開
催
さ
れ
、
明
快
優
美
な
花
々
が
会
場

に
色
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　
公
演
を
行
っ
た
花
柳
さ
ん
は
「
日
本
の

伝
統
文
化
で
あ
る
日
本
舞
踊
を
歴
史
あ
る

建
物
で
公
演
で
き
て
う
れ
し
い
。
今
後
も

定
期
的
に
芦
北
町
を
訪
れ
、
こ
の
よ
う
な

伝
統
文
化
を
身
近
な
と
こ
ろ
で
触
れ
て
い

た
だ
く
機
会
を
設
け
、
伝
え
守
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
公
演
前
日
に
は
田
浦
小
学
校
を
訪
れ
、

日
本
舞
踊
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
日
本

の
大
切
な
文
化
等
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

▲歌舞伎にも通じる迫力のある表情と動き▲『舞』ひとつひとつの所作が美しい

▲「みそ豆」を話す桂竹紋さん▲笑いの渦に包まれた桝屋

▲火入後に勢いよく燃えるキャンプファイヤー

【秋桜】キク科 コスモス属

で
日
本
舞
踊
公
演

華
麗
に
舞
う

赤
松
館

笑
い
を
復
興
の
力
に

桝
屋
で
落
語
会
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︽
佐
敷
地
区
︾

大
塚
　
一
廣
　
　
喜
代
子

田
上
　
久
男
　
　
洋
子

渕
上
　
猛
彦
　
　
享
子

上
畑
　
久
義
　
　
つ
や
子

籔
内
　
修
　
　
　
フ
ミ
エ

遠
山
　
茂
敏
　
　
則
子

宮
口
　
弘
　
　
　
榮
子

宮
田
　
秋
雄
　
　
敏
子

︽
湯
浦
地
区
︾

山
下
　
裕
規
　
　
和
子

石
村
　
正
輝
　
　
マ
サ
エ

稲
葉
　
昌
行
　
　
香

佐
川
　
忠
邦
　
　
岑
子

大
崎
　
修
一
　
　
厚
子

松
永
　
繁
美
　
　
照
子

内
田
　
喜
一
　
　
喜
代
子

橋
本
　
壽
治
　
　
美
代
子

井
川
　
輝
征
　
　
ケ
イ
子

緒
方
　
史
朗
　
　
良
子

熊
迫
　
優
　
　
　
敏
子

山
本
　
孝
二
　
　
由
子

藤
井
　
博
　
　
　
サ
ダ
子

︽
吉
尾
地
区
︾

川
野
　
和
民
　
　
壽
惠
子

︽
大
野
地
区
︾

坂
熊
　
時
男
　
　
ト
ミ
子

宮
本
　
一
則
　
　
マ
ツ
ノ

鎌
瀧
　
一
記
　
　
幸
子

本
村
　
壽
雄
　
　
文
香

告
鍬
　
信
男
　
　
チ
マ
子

大
崎
　
巖
　
　
　
敏
江

︽
田
浦
地
区
︾

串
山
　
奉
文
　
　
博
子

濱
崎
　
猛
　
　
　
千
代
子

川
元
　
忠
　
　
　
い
く
よ

牧
　
　
正
德
　
　
泉

島
本
　
重
行
　
　
道
子

黒
田
　
宏
信
　
　
イ
ク
子

農
上
　
政
光
　
　
あ
や
子

松
村
　
八
郎
　
　
チ
ズ
子

清
水
　
清
　
　
　
ア
キ
子

鶴
﨑
　
次
信
　
　
ト
キ
子

宮
崎
　
勇
　
　
　
ユ
キ
代

川
上
　
源
作
　
　
俊
子

　
例
年
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰

式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、64

回
目
の
式
典
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
も
担
当
職
員
が
、半

世
紀
の
歩
み
に
敬
意
を
表

し
、金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
40

組
の
お
宅
を
訪
問
し
表
彰
を

伝
達
し
ま
し
た
。

　
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
を
紹
介
し
ま
す
。　

大塚　一廣さん
　　　喜代子さん

宮田　秋雄さん
　　　敏子さん

渕上　猛彦さん
　　　享子さん

上畑　久義さん
　　　つや子さん

《佐敷地区》

二人で支えあって５０年
　金婚おめでとうございます。

山下　裕規さん
　　　和子さん

佐川　忠邦さん
　　　岑子さん

石村　正輝さん　　
　　　マサエさん

稲葉　昌行さん
　　　　香さん

内田　喜一さん
　　　喜代子さん

緒方　史朗さん
　　　良子さん

橋本　壽治さん　
　　　美代子さん

井川　輝征さん
　　　ケイ子さん

山本　孝二さん　
　　　由子さん

宮本　一則さん
　　　マツノさん

藤井　博さん
　　　サダ子さん

坂熊　時男さん
　　　トミ子さん

松永　繁美さん
　　　照子さん

熊迫　優さん
　　　敏子さん

告鍬　信男さん
　　　チマ子さん

濱崎　猛さん
　　　千代子さん

大崎　巖さん
　　　敏江さん

串山　奉文さん
　　　博子さん

牧　正德さん
　　　泉さん

松村　八郎さん
　　　チズ子さん

黒田　宏信さん
　　　イク子さん

農上　政光さん
　　　あや子さん

本村　壽雄さん
　　　文香さん

川元　忠さん
　　　いくよさん

宮崎　勇さん
　　　ユキ代さん

川上　源作さん
　　　俊子さん

清水　清さん
　　　アキ子さん

《湯浦地区》

《大野地区》

《田浦地区》

〜 共 に 歩 ん だ 5 0 年 〜
金婚夫婦表彰式

　
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
を
紹
介
し
ま
す
。　

遠山　茂敏さん
　　　則子さん

大崎　修一さん
　　　厚子さん

（
敬
称
略
）
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まちのわだい
３
年
ぶ
り
の
開
催
に
歓
喜

　　
芦
北
町
で
開
催
さ
れ
る
夏
の

恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
in
く
ま
も
と
」
が
９
月
10

日
、
11
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

鶴
ヶ
浜
海
水
浴
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
に

は
、
男
子
２
人
制
、男
子
４
人

制
、女
子
４
人
制
、男
女
混
合

の
４
部
門
に
、
県
内
外
か
ら

１
３
３
チ
ー
ム
の
４
７
４
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
決
勝
大
会
も
、
実

に
７
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

真
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
と
気

温
の
な
か
、
選
手
た
ち
は
白
熱

し
た
表
情
で
白
球
を
追
い
か

け
、
勝
利
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。

　
大
会
に
参
加
し
た
勝
田
慧さ
と
るさ

ん
（
大
野
）
は
「
久
し
ぶ
り
の

大
会
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
天
気
も
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

も
よ
く
、
心
地
い
い
海
風
を
受

け
な
が
ら
思
い
切
り
プ
レ
ー
で

き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

9/

▲ネット際で熱い攻防が繰り広げられた決勝大会▲高い位置からのアタックにブロックで応戦!（予選大会）

　
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で

「
秋
の
交
通
安
全
運
動
出
発
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
芦

北
署
員
や
交
通
安
全
協
会
員
ら

関
係
者
約
80
人
が
参
加
。

　
当
日
は
一
日
警
察
署
長
と
し

て
内
野
小
学
校
と
湯
浦
小
学
校

の
児
童
各
1
名
が
参
加
者
を
前

に「
道
路
に
は
飛
び
出
さ
な
い
」

な
ど
の
交
通
安
全
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。
式
終
了
後
は
国
道
３

号
沿
い
の
芦
北
警
察
署
へ
移
動

し
、
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
な

ど
へ
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

秋
の
交
通
安
全
運
動 

出
発
式

9/21

▲1 日警察署長の東田結翔くん（左）と寺川千陽さん（右）
　
佐
敷
小
学
校
で
交
通
安
全
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
３
２
６

（
ミ
ツ
ル
）
さ
ん
が
講
師
と
な

り
、
１
年
生
か
ら
２
年
生
ま
で

の
６９
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、
３
２
６
さ
ん
に

よ
る
安
全
な
横
断
歩
道
の
わ
た

り
方
や
、
芦
北
警
察
署
員
、
熊

本
県
警
マ
ス
コッ
ト「
ゆ
っ
ぴ
ー
」

熊
本
県
広
報
部
長
の「
く
ま
モ

ン
」
ら
の
寸
劇
や
ク
イ
ズ
で
交

通
事
故
の
危
険
性
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

守
り
ま
す 

交
通
ル
ー
ル

9/29

▲児童を前に横断歩道の安全な渡り方を講話する 326 さん

復
興
へ
ま
た
一
歩
前
進

　
佐
敷
、
湯
浦
の
両
地
区
で
災

害
公
営
住
宅
の
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
を
受
け
町
が

整
備
す
る
も
の
で
、
整
備
に

際
し
て
避
難
生
活
を
送
る
人

に
「
住
ま
い
再
建
の
意
向
」
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
、
両

地
区
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。 

　
式
に
は
建
設
会
社
、
町
な
ど

の
関
係
者
ら
両
地
区
合
わ
せ
て

約
80
人
が
参
加
し
、
玉
串
を
さ

さ
げ
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
は
、

す
べ
て
の
被
災
者
の
生
活
再
建

を
果
た
す
う
え
で
の
重
要
な
施

策
と
位
置
づ
け
、
早
期
完
成
を

目
指
し
関
係
各
所
と
協
議
を
重

ね
、
こ
の
度
本
体
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
建
物
本
体
の
柱
や
梁
に
は
町

産
材
を
、
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
な
ど
に
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
さ
れ
た
県

産
の
レ
ガ
シ
ー
材
を
再
利
用
し

ま
す
。
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10
月
に
入
り
、
気
候
も

や
っ
と
涼
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
母
国
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
9

月
に
は
す
で
に
寒
く
、
10
月

に
な
る
と
多
く
の
人
が
厚

い
上
着
を
着
て
い
る
ほ
ど
で

す
。
イ
ギ
リ
ス
で
10
月
と
言

え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
寒
さ

よ
り
も
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
一
番
強
い
の
で

は
な
い
か
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」

の
由
来
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

所
説
あ
り
ま
す
が
、
ケ
ル
ト

民
族
が
信
仰
し
て
い
た
宗
教

と
キ
リ
ス
ト
教
の
ミ
ッ
ク
ス

か
ら
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

多
く
の
文
化
で
冬
の
始
ま
り

が
「
死
」
を
表
す
こ
と
が
信

じ
ら
れ
、
昔
は
10
月
31
日

と
11
月
1
日
に
キ
リ
ス
ト
教

と
ケ
ル
ト
民
族
の
ど
ち
ら
で

も
「
死
」
に
対
す
る
祭
り
や

儀
式
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

当
時
は
、
先
祖
を
し
の
ん
だ

り
、
悪
魔
か
ら
身
を
守
っ
た

り
、
戻
っ
て
く
る
と
信
じ
ら

れ
た
先
祖
の
霊
を
満
足
さ
せ

た
り
す
る
よ
う
な
儀
式
が
あ

り
、
そ
れ
ら
が
徐
々
に一つ
に

な
り
、
今
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に

な
っ
た
み
た
い
で
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
は
似
て
い
る
点
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
ど
ち
ら
の

国
の
人
も
仮
装
し
ま
す
。
日

本
で
は
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
や
お

化
け
な
ど
の
「
怖
い
」
仮

装
や
ア
ニ
メ
や
映
画
な
ど
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ
ス
プ
レ

も
多
い
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の

仮
装
は
最
近
ま
で
「
怖
い
」

も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
代
は
イ
ギ
リ
ス
を

含
め
た
多
く
の
国
々
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
に
コ
ス
プ
レ
す
る
こ

と
も
流
行
っ
て
い
る
み
た
い

で
す
。
日
本
の
影
響
を
受
け

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

　
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
で
は
、
仮
装
す
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
日
本
に

は
な
い
「trick or treat

」

（「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー

ト
」）
と
い
う
風
習
が
と
て

も
大
事
で
す
。
日
本
語
に

翻
訳
し
に
く
い
フ
レ
ー
ズ
で

国際交流員 Vol.10
ルーク・ボールドウィン

ルークの交流
　　 コーナー

す
が
、
こ
れ
は
「
お
菓
子
を

く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す
る

ぞ
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ

の
言
葉
は
元
々
悪
霊
に
食
べ

物
を
渡
し
て
満
足
さ
せ
て
追

い
出
す
と
い
う
儀
式
に
基
づ

い
て
い
る
と
い
う
考
え
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
現
代
は
子

ど
も
た
ち
が
仮
装
し
て
近
所

の
家
に
ノ
ッ
ク
を
し
に
行
き
、

「trick or treat

」
と
言
っ

た
ら
家
の
人
に「treat

」(「
お

菓
子
」)

と
言
わ
れ
て
お
菓

子
を
も
ら
う
行
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。
と
て
も
幼
い
子
ど

も
た
ち
が
仮
装
し
て
親
と
一

緒
に
近
所
を
回
る
様
子
は
非

常
に
可
愛
い
で
す
！

皆
さ
ん

   

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を

　
　
　 

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！　初めて日本に来た時にハマったハロウィンっぽい顔パック

まちのわだい
10
11
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令和 2 年 7 月豪雨災害関連
　　　　　支援等の申請はお済みですか
◯被災者生活再建支援金
　住宅が全壊するなど著しい被害を受けた世帯に対し、その生活の再建を支援します。
支援内容（単身世帯は支援金額が3/4 になります）
 　基礎支援金　申請期間終了
 　加算支援金　最大 200 万円（建設、購入の場合）
  　　　　　　  最大 100 万円（補修の場合）
  　　　　　　  最大　50 万円（民間賃貸の場合）
※添付資料として契約書が必要です。（住宅建設完成前でも申請可能です）
※中規模半壊で初めての申請になる人は、罹災証明書・印鑑・振込先の通帳もお持ちください。
対象世帯（下記のいずれかに該当）
　・全壊または大規模半壊の罹災証明書の交付世帯
　・半壊の罹災証明書の交付世帯でその住宅を解体した世帯
　・被災者再建支援法に基づく長期避難世帯としての認定世帯（認定期間中のみ）
　・中規模半壊世帯
申請期間
　令和５年８月３日（木）まで

◯すまいの再建５つの支援策
対象世帯（下記のいずれかに該当）
　・応急仮設住宅の入居世帯（半壊未解体で応急修理利用者を除く）
　・全壊または大規模半壊の罹災証明書の交付世帯
　・半壊の罹災証明書の交付世帯でその住宅を解体した世帯
　・被災者再建支援法に基づく長期避難世帯としての認定世帯
支援内容
　①リバースモーゲージ型融資を受けて自宅再建した人　※ 60 歳以上の人
　　→リバースモーゲージ利子助成（借入額 850 万円までの利子相当分を一括助成）
　②金融機関から融資を受けて自宅再建した人　※収入要件があります
　　→自宅再建利子助成（借入額 850 万円までの利子相当分を一括助成）
　③仮住まいから民間賃貸住宅で再建した人
　　→民間賃貸住宅入居助成（助成金額　一律 20 万円）
　④仮住まいから公営住宅で再建した人
　　→公営住宅入居助成（助成金額　一律 10 万円）
　⑤仮住まいから再建先へ引っ越しをした人（①～④と併用できます）
　　→転居費用助成（助成金額　一律 10万円）
　※いずれも県内で再建する場合に限ります。
　※①～④の支援策は併用できません。
申請期間
　仮住まいから再建先へ入居した後、６か月以内に申請 ▲︎すまい５つの支援策

▲︎被災者生活再建支援

＊問い合わせ先
　福祉課　社会福祉係　☎︎82-2511（内線151）

助
成

■地域振興事業
　地域の特産品を活用した新製品の開発や町を元
気にするイベントなどに助成されます。

地域づくり活動などを応援します
水俣・芦北地域振興財団助成事業

対象者  町内に事業所を置く団体

対象と
なる事業

地域の産業振興や地域住民などの自主的な地
域づくり活動に関する事業

申込期限  12 月 7 日（水）

実施団体 取組内容

NPO 法人
ばらん家 SDGs の取り組み（堆肥製造）

有限会社 御立岬 岬から始まるオリーブの里づくり
事業

芦北高校
・光合成細菌がカンキツ栽培に与
   える効果の研究

・食品の開発を通じた地域との交流

芦北町 「（2022 年度版）訪れてみたい日
本のアニメ聖地 88」認定記念事業

■環境技術研究開発事業
　環境配慮型の研究開発に関する事業などに助成
されます。

対象者
 ・水俣市・葦北郡において事業を行う法人

 ・上記法人と連携して事業を行う大学など

対象と
なる事業

 ・環境配慮型先端技術研究開発事業
 ・環境配慮型の研究開発を促進する事業

申込期限

 1 次募集：令和 4 年 12 月 2 日（金）
　　　　　　　 〜 令和 5 年 1 月 12 日（木）

 2 次募集：令和 5 年 1 月 18 日（水 )
　　　　　　　 〜 令和 5 年 2 月 28 日（火）
　
 ※ 1 次募集で締切る場合があります

（公財）水俣・芦北地域振興財団では、地域の産業振興に関する事業や地域住民等の自主的な地域づくり
活動などに対して、水俣・芦北地域振興計画に基づく地域振興事業として助成を行っています。

★令和４年度は４団体が取組を実施中

＊問い合わせ先・申込先
　企画財政課 復興創生推進室 復興まちづくり係
　☎（８２）２５１１　（内線２５４）　

緊急地震速報訓練
11/2水　10：00ごろ

防災行政無線から1分程度訓練放送が流れます。
放送に合わせて「熊本シェイクアウト訓練」を実施しましょう。

日時

芦北町防災訓練
10/30日　8：00ごろ日時

津波を想定した避難訓練を実施します。防災行政無線で緊急地震速
報等が流れます。自主防災組織で決めた場所へ避難してください。
◎避難訓練実施地区：計石地区、女島地区、小田浦地区

熊本シェイクアウト訓練チラシ
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　九州の秘境と呼ばれる泉町「五家荘」の紅葉や
美しい渓谷を見に来ませんか。
▶︎期　間　10 月 30 日（日）〜 11 月 30 日（水）
▶︎場　所　五家荘一帯
▶︎その他　交通規制など詳しくは五家荘ねっとを
　　　　　確認ください。
＊問い合わせ先
　　泉町紅葉祭実行委員会事務局
　　（泉支所地域振興課内）
　　☎︎ 0965（67）2111

だより

　
不
慮
の
事
故
に
よ
り
始
ま
っ
た
星
野
富
弘
の
入
院
生
活
。
声
を

出
す
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
約
１
ヵ
月
ぶ
り
に
発
し
た
言
葉

は
「
本
日
は
晴
天
な
り
」
で
し
た
。
本
展
で
は
「
雨
上
が
り
の
道
」

や
「
ル
リ
ヤ
ナ
ギ
」
な
ど 

空
模
様 

を
連
想
さ
せ
る
作
品
群
を
特

集
展
示
し
ま
す
。
季
節
の
常
設
展
で
は
「
ま
つ
た
け
」
や
「
彼
岸

花
」な
ど
秋
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
画
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◀
作
品
紹
介　
雨
上
が
り
の
道
／
２
０
１
３
年

特
別
展
『
本
日
は
晴
天
な
り
』／
季
節
の
常
設
展
『
秋
』

　
一般図書
児童書
絵本
合計
蔵書総数

絵本の読み聞かせ

        利用時間（月曜休館）

　火・木・金　  10：00 〜 18：00

　水　　　　  10：00 〜 20：00

　土・日・祝　   9：00 〜 17：00
おすすめの新着図書 著　者 出版社

任侠楽団 今野　敏 中央公論新社

掬えば手には 瀬尾　まいこ 講談社

スマホになじんでおりません 群　ようこ 文藝春秋

新編九州の戦争遺跡 江浜　明徳 海鳥社

ウクライナの夜 マーシ・ショア 慶應義塾大学出版会

僕たちはいつ宇宙に行けるのか 山崎　直子 青春出版社

食糧危機のサバイバル ゴムドリ co． 朝日新聞出版

かいけつゾロリにんじゃおばけあらわる！ 原　ゆたか ポプラ社

くろくんとちいさいしろくん なかや　みわ 童心社

ねずみくんはカメラマン なかえ　よしを ポプラ社

81冊
25 冊
32 冊

138 冊
５７，621冊

新着図書数 １０月分

図書館図書館
  新着図書紹介  新着図書紹介

小さいわたし

　短くて特別だった子供時代を、子供目
線で丁寧にえがいた書き下ろしエッセイ。
ピアノ教室、学校のトイレ、お金のチョコ
レート、校長先生…。かけがえのない一瞬
を切り取った、宝物のような春夏秋冬。イ
ラストレーター・益田ミリが、幼い頃、胸に
抱いた繊細な気持ちを、丁寧に、みずみず
しくつづります。

益田　ミリ／著　ポプラ社

〇
特
別
展
『
本
日
は
晴
天
な
り
』
／
季
節
の
常
設
展
『
秋
』　

　
期　
　
間　
12
月
11
日
（
日
）
ま
で

　
開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
休
館
日　
第
2
・
4
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

開催日　第２・４日曜日
時　間　①11：00　②15：00
場　所　子どもの広場

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが中止になる場合があります。
　お出かけ前にイベントが開催されているかをご確認ください。

子育て支援センター  （11 月の行事）
  9日（水）　お散歩へ行こう
18日（金）　クッキングをしよう　
29日（火）　身体測定、誕生会（10・11月生まれ）
※子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも
　利用できます。（一時保育も行っています）
※子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶支援センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　9:00 〜 12:00　13:00 〜 15:00
＊問い合わせ先
　　子育て支援センター（田浦保育園）
　　☎（87）0034

《芦北児童館》
「花紙でリースをつくろう！」
▶︎日時　11 月 5 日（土）13:30 〜 15:30
▶︎内容　花紙や千代紙を使ってリースをつくります。

《湯浦児童館》
「お世話になっている人にメッセージカードをつくろう！」
▶︎日時　11 月 19 日（土）13:30 〜 15:30
▶︎内容　お世話になっている人にメッセージカード
　　　　をつくります。
利用時間　毎週火〜日曜日 10：00 〜 17：00
＊問い合わせ先　芦北児童館　☎（82）3036
　　　　　　　　湯浦児童館　☎（86）0074

児童館からのお知らせ（11 月の行事）

芦北町・八代市・氷川町定住自立圏
イベント情報

八代市 五家荘紅葉祭

　今年も８００種５千株のバラが秋の見ごろを迎
えます。ぜひ、お越しください。
▶︎期　間　10 月 29 日（土）〜 11 月 13 日（日）
▶︎場　所　エコパーク水俣バラ園
＊問い合わせ先
　　ローズフェスタ実行委員会事務局
　　（水俣市経済観光課内）☎︎（61）1629
　また、10 月 30 日（日）は「第 4 回九州和紅
茶サミット in みなまた」も開催！
綺麗なバラを見ながら和紅茶を味わってみませんか？
▶︎日　時　10 月 30 日（日）10：00 〜 15：00
▶︎場　所　エコパーク水俣ふるさと広場
＊問い合わせ先
　　みなまた和紅茶実行委員会事務局
　　（水俣市農林水産課内）☎（61）1634

水俣ローズフェスタ秋・２０２２を開催
します！

芦北町・水俣市・津奈木町広域
イベント情報

水俣市

　つなぎふれあい祭りを 3 年ぶりに開催します。
農林水産物や飲食物の販売、久しぶりの開催を盛
り上げる新しい企画もあります。30 回記念とし
てスペシャルゲストも登場！
▶︎日　時　11 月 12 日（土）10：00 ∼ 16：00
　　　　　11 月 13 日（日）10：00 ∼ 15：00
▶︎場　所　B ＆ G 体育館周辺
＊問い合わせ先　
　　津奈木町役場政策企画課
　　☎︎（78）3114

津奈木町 ３年ぶりに開催
 　つなぎふれあい祭り

　キッチンカーやハンドメイド雑貨など、県内外
からたくさんのお店が集まる「田んなかマルシ
ェ」を開催します。
▶︎期　日　11 月 12 日（土）・13 日（日）
▶︎時　間　10：00 〜 16：00
▶︎場　所　竜北グラウンド
　　　　　（氷川町野津 3134 番地）
＊問い合わせ先
　　氷川町商工会　☎︎ 0965（62）2021

氷川町  ひかわボタニカルマーケット
”

“

五家荘ねっと
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毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　
全
国
的
に
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
自
然
に
生
え
て
い
る
キ
ノ
コ
は
、
形
や
色
、
大
き
さ

も
様
々
で
あ
る
た
め
、
図
鑑
や
写
真
と
見
比
べ
た
だ
け
で

食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
の
防

止
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
４
７

お 知 ら せ

仕
事
相
談
・
支
援

◆
職
を
希
望
す
る
人
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
！

お
仕
事
に
関
す
る
色
々
な
相
談
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！
（
予
約
制
）

○ 

場
所　
芦
北
地
域
振
興
局
1
階　
福
祉
課
内

○ 

時
間　
平
日　
10
時 

～ 

17
時

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
芦
北
ブ
ラ
ン
チ

　
　
　
☎︎
０
９
６
６
（
８
２
）
３
１
２
３

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
を
補
助

し
ま
す

　
避
難
路
や
通
学
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
、
地

震
発
生
時
に
倒
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
塀
の
撤
去
に
必
要

な
費
用
を
補
助
し
ま
す
。（
町
外
に
住
む
人
や
法
人
の
所

有
す
る
塀
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

◆
対
象
と
な
る
塀
（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
）

　
①
通
学
路
や
避
難
路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

　
②
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
道
路
面
か
ら
の
高
さ
が
80
㎝

　
　
以
上
で
あ
る
こ
と

　
③
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
自
体
の
高
さ
が
60
㎝
以
上
で
あ

　
　
る
こ
と

　
④
町
が
安
全
点
検
票
に
基
づ
き
点
検
し
た
結
果
、
対

　
　
策
が
必
要
と
評
価
し
た
も
の

◆
補
助
額　

　
撤
去
を
予
定
す
る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
延
長
に
1

　
ｍ
あ
た
り
１
２
，
０
０
０
円
を
乗
じ
た
金
額
、
ま
た

　
は
実
際
に
撤
去
に
要
す
る
費
用
の
い
ず
れ
か
少
な
い

　
額
に
２
／
３
を
乗
じ
た
額

◆
申
請
期
限　
令
和
４
年
12
月
28
日
ま
で

◆
そ
の
他　

　
①
国
道
・
県
道
・
町
道
以
外
の
道
路
で
も
対
象
と
な

　
　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
②
工
事
を
行
う
前
に
町
に
補
助
申
請
を
行
い
、
補
助

　
　
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
後
に
実
施
す
る
工
事
が

　
　
対
象
で
す
。
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

　
　
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
建
設
課
計
画
係
（
内
線
２
３
６
）

お 知 ら せ

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
は
所
得
税
及
び
住
民
税
の

申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

　
　
　
☎︎
０
３
（
６
６
３
０
）
２
５
２
５
（
IP
電
話
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　
　
　
　
　
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

対
象
者

送
付
時
期

令
和
４
年
１
月
１
日
〜
９
月
３０
日

の
間
に
納
付
し
た
人

令
和
４
年
１０
月
下
旬

〜
１１
月
上
旬

令
和
４
年
１０
月
１
日
〜
１２
月
３１
日

の
間
に
今
年
初
め
て
納
付
し
た
人

令
和
５
年
２
月
上
旬

　
令
和
４
年
第
3
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

◯ 

試
験
の
種
類　
甲
種
・
乙
種
1
〜
6
類
・
丙
種

◯ 

試　
験　
日　
令
和
５
年
2
月
19
日
（
日
）

◯ 

申
込
期
間

　
　

 

・
書
面
申
請 

令
和
４
年
12
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〜
12
月
22
日
（
木
）

　
　

 

・
電
子
申
請 

令
和
４
年
12
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〜
12
月
19
日
（
月
）

◯ 

願
書
配
布
先　
芦
北
消
防
署
（
11
月
17
日
以
降
配
布
）

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
６
４
）
５
０
０
５

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
ま
た
は
発
熱

等
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
療
養
の

た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
、
傷
病

手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
①
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　
②
勤
務
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

　
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
ま
た
は
発
熱

　
　
等
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
、
そ
の
療
養
の
た

　
　
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
あ

　
　
る
人

　
④
そ
の
就
労
で
き
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
給
与
の

　
　
全
額
ま
た
は
一
部
が
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
人

◆
支
給
対
象
と
な
る
日
数

　
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
３
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
、
労
務
に
服
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
期
間
の
う
ち
、
就
労
を
予
定
し
て
い
た
日
数

◆
支
給
額　

　
直
近
の
継
続
し
た
３
か
月
間
の
給
与
収
入
の
合
計
額
を

就
労
日
数
で
除
し
た
金
額
の
３
分
の
２
×
支
給
対
象
と
な

る
日
数

◆
適
用
期
間

　
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、
入
院
が
継
続
す
る
場
合
等
は
、
最
長
１
年
６

か
月
ま
で
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
住
民
生
活
課
医
療
年
金
係
（
内
線
１
４
６
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
傷
病
手

当
金
制
度
の
適
用
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

「
裁
判
員
制
度
」

　
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
か

ら
「
く
じ
」
で
無
作
為
に
抽
出
し
た
名
簿
を
も
と
に
作

成
し
て
い
ま
す
。
令
和
5
年
名
簿
登
録
者
数
は
全
国
で

２
１
万
３
７
０
０
人
で
す
。
今
回
か
ら
18
歳
、
19
歳
の
人

も
裁
判
員
候
補
者
に
含
ま
れ
ま
す
。

○
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て

　
本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
。
な
お
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な

事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
い
こ
と
は
裁
判
員
制
度
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
裁
判
所　
総
務
課

　
　
☎︎
０
９
６
（
２
４
１
）
８
９
２
１

▶︎裁判員制度HP

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

期
　
　
日

11
月
17
日
（
木
）

11
月
24
日
（
木
）

場
　
　
所

田
浦
支
所

吉
尾
出
張
所

受
付
時
間

9
時
〜
13
時

9
時
30
分
〜
13
時

◆
職
員
に
よ
る
出
張
申
請
受
付

　
概
ね
５
名
以
上
を
対
象
に
、
希
望
の
場
所
・
日
時
に
職

員
が
訪
問
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
家
族
、
近
所
の
人
を
誘
っ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
実
施
日
・
日
時
に
つ
い
て
は
、
希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に

　
予
約
く
だ
さ
い
。（
予
約
は
平
日
の
開
庁
時
間
内
に
限
り

　
ま
す
）

※
場
所
・
時
間
は
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
申
請
に
必
要
な
も
の

　
①
本
人
確
認
書
類　

　
　
・
顔
写
真
付
き
の
場
合
（
１
点
）

　
　
　
　
　
（
例
）
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

　
　
・
顔
写
真
な
し
の
場
合
（
２
点
）

　
　
　
　
　
（
例
）
保
険
証
・
年
金
手
帳
な
ど

　
②
通
知
カ
ー
ド

　
③
証
明
写
真
（ 

縦 

4.5 

㎝ 

× 

横 

3.5 

㎝
）

※
証
明
写
真
が
な
い
場
合
は
、
申
請
時
に
無
料
で
撮
影
し

　
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
住
民
生
活
課
総
合
窓
口
係
（
内
線
１
４
３
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

働
き
た
い
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す

◆
み
な
さ
ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添
い
「
働
き
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◯ 

日　
時　
11
月
24
日
（
木
） 

13
時
30
分 

～ 

16
時
30
分

◯ 

場　
所　
芦
北
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◯ 

対　
象　
15
〜
49
歳
の
求
職
中
の
人
、
そ
の
家
族

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

　
　
　
☎︎
０
９
６
５
（
３
７
）
８
７
３
９
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初
め
て
の
孫
の
旅
行
は
種
子
島
み
や
げ
は
日
焼
け
と

輝
く
笑
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
勝
子

短
　
歌

芦
北
短
歌
会

水
し
ぶ
き
上
げ
て
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
子
等
三
十
五
度
の

暑
さ
し
の
ぐ
か　
　
　
　
　
　
　
　
加
来　
道
子

友
の
畑
西
瓜
一
個
を
収
穫
す
描
か
れ
て
来
た
絵
手
紙

の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
寺　
真
弓

曼
珠
沙
華
稲
穂
の
垂
れ
る
畦
道
に
緋ひ

の
色
群
れ
て
秋

を
彩
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
田　
明

洗
濯
前
ポ
ケ
ッ
ト
見
ず
に
ま
き
散
ら
す
紙
片
パ
ラ
パ

ラ
こ
れ
で
何
度
目　
　
　
　
　
　
　
下
田
み
の
ぶ

　
湯
浦
の
地
名
由
来
は
同
じ
地
名
を
持
つ
愛
媛

県
今
治
市
湯
ノ
浦
（
湯
ノ
浦
温
泉
）
や
長
崎
県

壱
岐
市
湯
ノ
浦
（
湯
ノ
本
温
泉
）
な
ど
と
同
じ

く
、
温
泉
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

湯
浦
温
泉
発
祥
の
年
代
は
不
明
で
、『
肥
後

国
誌
』
葦
北
郡
湯
浦
手
永
温
泉
の
条
に
「
街
道

ノ
傍
ニ
ア
リ
。
不
知
始
」
と
あ
り
ま
す
。
奈
良

時
代
の
宝
亀
年
間
（
７
７
０
～
７
８
０
年
）
に

檜
前
中
納
言
政
麻
呂
（
政
丸
）
が
芦
北
七
浦
を

領
し
た
と
の
伝
説
か
ら
、
芦
北
七
浦
に
含
ま
れ

る
湯
浦
は
既
に
開
湯
し
て
い
た
、
と
す
る
説
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
檜
前
政
麻
呂
は
実
在
が

確
認
さ
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

あ
く
ま
で
伝
説
と
な
り
ま
す
。

「
湯
浦
」
が
記
録
上
初
め
て
確
認
さ
れ
る
の

は
、
南
北
朝
時
代
の
文
和
２
年
（
１
３
５
２
）

７
月
24
日
付
け
の
北
朝
側
の
手
紙
に
登
場
す

る
「
肥
後
国
凶
徒
葦
北
湯
浦
太
郎
秀
基
城
事
」

（『
相
良
家
文
書
』）
で
、
南
朝
に
味
方
す
る
土

豪
の
「
湯
浦
太
郎
秀
基
」
が
城
を
築
き
、
北
朝

側
に
対
抗
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
と
も

に
、
少
な
く
と
も
６
５
０
年
以
上
前
に
は
温
泉

が
開
湯
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　　
本
来
、
お
風
呂
は
僧
侶
が
身
を
清
め
る
「
沐

浴
」
を
基
と
す
る
宗
教
行
為
で
あ
り
、
庶
民
に

は
お
風
呂
に
入
る
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
戦
国
時
代
に
な
る
と
温
泉
は
戦
場
で
の
傷

を
癒
し
、
体
調
を
整
え
る
保
養
地
で
あ
り
、
湯

治
に
訪
れ
る
文
化
人
と
の
社
交
の
場
と
し
て
も

戦
国
大
名
に
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
浦
は
戦
国
時
代
に
相
良
氏
の
領
地
と
な

り
、
天
文
13
年
（
１
５
４
４
）
に
相
良
氏
16
代

当
主
の
相
良
義
滋
・
晴
廣
親
子
が
天
草
五
人
衆

の
一
人
で
あ
る
栖
本
氏
と
湯
浦
で
会
談
し
て
い

ま
す
が
、
相
良
氏
も
温
泉
を
周
辺
勢
力
と
の
親

善
に
利
用
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
湯
浦
温
泉
は
、
戦
国
武
将
も
浸
か
っ
た
歴
史

あ
る
名
湯
で
す
。

地
名
の
お
話
し 

⑤

『葦北郡往還筋絵図』八代市立博物館所蔵
※湯浦川と橋本川に挟まれた湯浦本村（湯町）、土橋（湯町橋）、温泉（湯浦温泉センター）などが描かれている。

日常の書
遠 山みちよ

町 民 講 座

健康ルーム　Vol.52
健康ルーム

時間栄養学 ①

　　
今
ま
で
の
栄
養
学
で
は
「
何
を
ど

れ
だ
け
」食
べ
る
か
に
重
点
が
お
か
れ

て
き
ま
し
た
。し
か
し
近
年
、「
体
内

時
計
」と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
「
時

間
栄
養
学
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
間
栄
養
学
は
、「
い
つ
」「
何
を
ど
れ

だ
け
」「
ど
の
よ
う
に
食
べ
た
ら
よ
い

か
」を
考
慮
し
た
栄
養
学
の
こ
と
で

す
。

　

時
間
栄
養
学
で
は
、体
内
時
計
に

合
う
生
活
リ
ズ
ム
と
食
事
リ
ズ
ム
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。食
事
の
内

容
は
同
じ
で
も
、食
べ
る
時
間
や
ス

ピ
ー
ド
、順
番
に
よ
っ
て
、健
康
へ
の

影
響
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。時
間
栄

養
学
の
考
え
方
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
、生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
が
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

時
間
栄
養
学
と
体
内
時
計

〜体内時計の仕組み〜

健康増進課
Facebookで
情報発信中

　　
人
間
の
体
内
に
も
時
計
の
よ
う
な

仕
組
み
が
存
在
し
、１
日
の
体
の
リ

ズ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
「
体

内
時
計
」で
す
。体
内
時
計
は
脳
に
あ

る
「
主
時
計
」が
正
し
い
時
間
を
刻

み
、心
臓
や
肝
臓
、胃
、骨
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
臓
器
に
あ
る
「
副
時
計
」を

統
括
し
て
い
ま
す
。

　

朝
に
な
る
と
目
が
覚
め
る
、夜
に

な
る
と
眠
く
な
る
、一定
の
時
間
に
お

腹
が
空
く
と
い
う
現
象
だ
け
で
な

体
内
時
計
の
仕
組
み

　　

地
球
の
１
日
は
２４
時
間
で
す
が
、

体
内
時
計
は
２４
時
間
～
２５
時
間
で

刻
ま
れ
て
い
る
の
で
誤
差
が
生
じ
ま

す
。体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
２４
時

間
の
リ
ズ
ム
に
戻
さ
な
け
れ
ば
、刻
ま

れ
る
時
間
は
ど
ん
ど
ん
ズ
レ
て
し
ま

い
ま
す
。体
内
時
計
が
狂
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
と
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
、睡
眠
障
害
、う
つ
病
、が
ん
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

体
内
時
計
は
、朝
の
光
を
浴
び
る

こ
と
や
、起
き
て
１
時
間
以
内
に
朝

食
を
食
べ
る
こ
と
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

ま
す
。リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
体
内
時
計

に
合
わ
せ
て
食
事
を
す
る
こ
と
が
、

時
間
栄
養
学
の
実
践
に
つ
な
が
り
ま

す
。 体

内
時
計
を
整
え
る

く
、食
べ
た
物
を
消
化
・吸
収
し
や
す

い
時
間
帯
、筋
肉
を
作
り
や
す
い
時

間
帯
な
ど
も
決
め
て
、体
内
の
様
々

な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

「 一 口 目 は 野 菜 か ら 」

① もやしは洗ってザルにあげ、水気をよく切る。
　 にらは４cm長さに切る。
② フライパンにごま油を熱し、強火でもやしを１分程炒める。
　★を加えてサッと炒め、さらににらを加えて炒める。
　にらの色が鮮やかになったら、器に盛る。

に　ら　　　　　1/2 束　　　  ごま油　　　大さじ１
もやし　　　　  １袋にらともやしの

　　　　サッパリ炒め

作 り 方

全体量　エネルギー44kcal　塩分0.6g

鶏ガラスープの素    小さじ 1/2　　酒　　　　  大さじ１
塩                     小さじ 1/2　　酢　　　　  小さじ１
砂　糖      　　　小さじ 1/2　　コショウ　  少々｛★

材　料（４人分）

あ
 し

 た の た め
 に健康

ROOMき

   た   え   よ    
う
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22 土

23 日 ・湯浦てぬぐい祭り
・松本医院

24 月

25 火

26 水 ・母子手帳交付（要予約）

27 木

28 金 ・3 〜 4 か月児健診

29 土 ・芦北町文化祭〜 30 日
　（しろやまスカイドーム）

30 日
・文化講演会（しろやまスカイドーム）
・芦北町防災訓練（8:00）
・井上医院・井上病院

31 月

11/1 火

2 水
・緊急地震速報訓練 / 熊本シェイクアウト 
　訓練（10:00 ごろ）
・母子手帳交付（要予約）

3 木 ・篠原医院

4 金

5 土

6 日 ・宮島医院

7 月

8 火

9 水 ・母子手帳交付（要予約）

10 木

11 金 ・1 歳６か月児健診

12 土

13 日 ・芦北とりかい眼科

14 月 ・7 〜８か月児健診

15 火

16 水 ・母子手帳交付（要予約）

17 木

18 金 ・３歳児健診

19 土

20 日 ・百崎内科医院

イベント・当番医カレンダー

火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

芦北
　警察署

芦北
　消防署 秋季全国火災予防運動

　今年も１１月９日から１５日までの７日間『お出
かけは マスク戸締り 火の用心』をスローガンに
秋の火災予防運動が実施されます。

飲酒運転を根絶しましょう！

R4.9.1 〜 9.31 受付分（敬称略）受付件数９件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

祐樹
慧介
剛志
憲太　
典生
龍之介

   ８．３０
　９.　７
　９．１５
　９．１６
　９．１７
　９. ２０
　

木倉　陽
てる

森　絃
い と は

葉
有本　七

な さ
彩

白松　華
か ほ

帆
溝部　颯

そうすけ
介

福田　絢
あ こ

乙

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　　  区
男
女
女
女
男
女

白木
宮浦
道川内西
湯南団地
湯浦南
計石東

７９
７２
８５
９４
８６
８８
８３
９０
９２
８６
９１
８６
６８
８９
９６
８５
８８
７９
８８
８６
８７
８１
９３

田浦町３
湯浦北
新町
女島西
田浦２
小田浦５
海浦１
湯浦南
小田浦５
米田
横居木
計石東
湯浦南
古石北
岩屋川内
塩浸
田川
市居原
海浦２
湯浦北
計石西
天月
湯浦南

  ９.　１
  ９． ２
  ９． ２
  ９． ３
  ９． ４
  ９． ５
  ９． ７
  ９． ７
  ９． ８
  ９．１２
  ９．１３
  ９．１４
  ９．１５
  ９. １８
  ９. １８
  ９. ２１
  ９. ２３
  ９. ２４
  ９. ２７
  ９. ２７
  ９. ２８
  ９. ２８
  ９. ２９

R4. ９.1 〜９.31 受付分（敬称略）受付件数２９件

　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　   区　

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　なお、掲載の承諾には署名・押印が必要です。

洲崎　トシ子　
瀨田　愽文
井樋口　順子
小崎　ヨシノ
溝俣　秋雄
道下　テル子
板﨑　マス子
楠原　フサ子
石川　晴喜
江口　順市
丸山　初子
田平　貞敏
今村　義美
竹本　新一
岩本　義春
塩﨑　二伸
山口　ツギエ
馬場﨑　靜雄
板床　アヤ子
吉海　八千代
山下　弘子
長木　清一
澤田　信子

お誕生おめでとう

編
集
後
記

　
今
秋
は
取
材
先
で
生
ま
れ

て
初
め
て
の
「
生
」の
経
験

を
２
つ
し
ま
し
た
。１
つ
目

は「
落
語
」で
２
つ
目
は「
日

本
舞
踊
」で
す
。噺
家
さ
ん
、

舞
踊
家
さ
ん
の
ど
ち
ら
も
迫

力
あ
る
ラ
イ
ブ
感
た
る
や
、

鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
感
動
し
ま

し
た
。

　
そ
の
１
つ
の
会
場
で
先
月

号
の
表
紙
の
花
に
つ
い
て
お

尋
ね
を
受
け
ま
し
た
。先
月

号
は
「
百
日
紅
」の
淡
い
美

し
さ
を
夏
か
ら
少
し
澄
ん
だ

秋
の
空
気
感
へ
変
わ
る
空
を

バ
ッ
ク
に
撮
影
し
て
み
ま
し

た
。今
年
は
文
化
祭
も
開
催

さ
れ
ま
す
。皆
様
も
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い（
橋
本
）

芦北警察署管内では、今年に入り出勤途中に
　飲酒運転が発覚して検挙される事例がありました。

　　改正道路交通法施行規則による、令和４年１０月１日から
始まる予定でした、「安全運転管理者による運転者の運転
前後アルコールチェックの確認義務」は、諸般の事由により
当分の間延期となりましたが、引き続き運転者の状態を目
視で確認するなど、飲酒運転の防止に努めましょう。

　　車やバイクの運転前には、アルコールチェックを行うよ
うに務め、飲酒運転を許さない安全安心な芦北町にしてい
きましょう。

4 つの習慣
▪寝たばこは絶対にしない、させない。
▪ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
▪こんろを使うときは、火のそばを離れない。
▪コンセントは、ほこりを掃除し、不必要なプラグは抜く。

6 つの対策
▪火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全 
　装置の付いた機器を使用する。
▪火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的 
　に点検し、10 年を目安に交換する。
▪火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類 
　およびカーテンは、防炎品を使用する。
▪火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使 
　い方を確認しておく。
▪お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を 
　常に確保し、備えておく。
▪防火防災訓練への参加、個別訪問などにより、地域ぐる 
　みの防火対策を行う。

★住宅防火 いのちを守る 10 のポイント★

ご冥福をお祈りします
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 10
月

　N
o.212

10 月29 日（土）

　9：00 〜　オープニング

　9：30 〜　開会式

 10：00 〜　文化協会・郷土芸能等発表会

 作品展示：終　日

10 月30 日（日）

 13：30 〜　文化講演会（石原　良純  氏）

 作品展示：9：00 〜15：00

＊問い合せ先

　スポーツ・文化振興課　☎︎（87）1171

芦北町文化祭 期　間：10 月29 日（土）〜30 日（日）
会　場：芦北町民総合センター（しろやまスカイドーム）

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

演　題

天
災
に
、

　
　
知
識
と
心
で
備
え
よ
う石原良純 氏

俳優・気象予報士

1962 年　神奈川県逗子生まれ
1984 年　松竹富士映画「凶弾」で俳優デビュー
1997 年　気象予報士試験に挑戦し見事合格
　日本の四季、気象だけでなく、地球の自然環境問題にも力を
入れている。官公庁・地方自治体・学校教育、シンポジウムなど
で講演多数。

◆著書：「あそびにいこうよコール」
　　　 「石原家の人びと」
　　　 「石原良純のこんなに楽しい気象予報士」

日　時

10/３０
令和４年

日
開演/13：30

芦北町民総合センター芦北町民総合センター
（しろやまスカイドーム）（しろやまスカイドーム）

会　場


